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来訪者で賑わった紅葉シーズンも終わり、静かな冬へ 

　　例年のことですが、11月の後半の紅葉シーズンはたくさ
んの来訪者で賑わいました。記帳簿から拾い出した数字では

11月15～30日までの半月間で560人の来訪者がありました。前半の11月1～15日は283名。11
月の合計は843人でした。ちなみに、12月1～20日までの集計では34人です。　 
　たくさんの来訪者で賑わうのは嬉しいことですが、一度に大人数の入山があると観察道が渋滞
したり、昼食時には踏み込んでほしくない場所まで人が広がったり、バイオトイレの処理能力が
追いつかなかったりなど、色々と問題も発生します。
12月度の理事会でも問題点や対策が協議されました
が、これ！という解決策がないのが実情です。 
　そんな行楽シーズンも終わり、山門水源の森は静か
に年末を迎えようとしています。今年も会員の皆さん
はじめ、たくさんの人々に関わって頂いて保全活動を
行ってきました。大きな事故も無く活動が行えたのは
何よりも幸いでした。 
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山門水源の森を 
次の世代に引き継ぐ会

Yamakado News Letter 

少し積雪があった翌日の北部湿原 12/17

「山門水源の森」フィールド等活動報告書

報告日 2016 年12月19日

活動日時 2016 年12月17日8時30分～22時 報告者名 藤本秀弘
天気 雨

活動の種類 保全活動・ガイド・調査・パトロール・会議・当番・その他
● 理事会（藤本 H、橋本 K、竹端、村田、伊藤、西川、津原、北畠、竹内、 田中 S、田中 T、
藤本 K、中西、中野、冨岡、千田、佐治 )●水質定期調査（田中 S・田中 T）●注連縄づくり（浅

井）●ブナの森パト（伊藤 H）●忘年会（藤本 K・藤本 C・中野・村田・藤本 H・佐治・浅井・

西川・橋本 K・津原・竹端 懇親会のみ：冨岡・北畠・伊藤 H・熊谷）

実施活動 先ずは保全活動をとの予定であったが積雪と降雨のため、午前中から理事会を行う。

理事会では今年実施した活動の問題点・次に向けての課題等がある程度整理できた。

・琵琶湖博物館での展示とシンポジウム・現地研修では、その準備段階も含めて「山門水源の森」

の現況を再確認することができたことが一番大きな収穫であった。この 16 年間で森の状況は大

きく変容した。その一番の要因は、シカの食害による下層植生の減少とそれによると思われる生

物層の変化・湿原への土砂流入量の増加（これには、雨の降り方の変化もある）がある。

保全活動では、北部湿原の再生、天然更新試験地、林床整備、ユキバタツバキの調査区設定、

ヒノキ植林地の枝打ち・間伐・食害防止テープ巻き、観察コースの度重なる整備、林床整備・常

緑広葉樹の除伐・湿原の食害防止ネット波板の設置、ブナの森一帯の食害防止ネット設置、湿原

上流部の沢の築堰と浚渫等々である。これらの保全活動が実施出来たのは、会員の熱い思いは言

うまでも無いが、国・滋賀県・長浜市及び各種助成団体からの助成及び交付金のおかけである。

同時進行で各種調査活動も進んできた。これらの成果を基盤に「山門水源の森 2050」プロジェ

クトを前進させたいものです。

来年度は、滋賀県との協働事業である作業道の新設・北部湿原の生物多様性の再生・アカガシ

林の整備（大津まつり保存会との協働事業）等新規の事業にも挑戦します。

・本会の HP の新設 昨年から村田会員を中心に HP の全面的改定をして貰っています。その進

捗状況の報告があり 2017 年 1 月 1 日から新アドレスで公開することになりました。現在最終校正

の段階です。 2001 年から HP の管理を 16 年間世話して頂いた筒井杏正会員には感謝の他ありませ

ん。ありがとうございました。 夜は「つづらお」で忘年会が行われましたが、ここでも「山門

水源の森を次の世代に引き継ぐ会」のこれからが語られました。

今年も多くの活動を行ってきたが何より全ての活動が無事故で終えられたのが何よりであった。

積雪と降雨の北部湿原 南部湿原

守護岩の注連縄づくり 忘年会（於:つづらお）守護岩の注連縄づくり 12/17 Photo by Fujimoto H

mailto:tomioka_akira@gaia.eonet.ne.jp?subject=


山門水源の森を次の世代に引き継ぐ会 　　　No.205 　2016年12月20日

11月後半から12月前半にかけての活動 
　山門水源の森の観察コースには約1,000段の階段があります
が、人が歩いたり雪の圧力、腐朽などで少しずつ劣化していま
す。破損した箇所はヒノキの間伐材や、アカガシ萌芽の大きく
なり過ぎたものの間引き材などを利用して随時修繕しています。
切り出し場所から修繕場所までが遠いと歩荷で運ばなければな
らず、大変な重労働です。そのようにして調達した資材ですが、
もって５年、条件が悪いと数年しかもたないこともわかってき
ました。しかし、この山には階段修繕に適した太さの資材がふ
んだんにあるわけではありません。そこで今年はプラスチック
製の杭を使ってみることにしました。耐久性があり、資材確保
に悩む必要がなくなると期待されています。 

その他の活動など 
　付属湿地の管理、糞粒調査、南部湿原のイヌツゲ除去など、
植物や生き物の活動がおさまってから雪が降るまでの間に行う
べき作業がいくつかあります。たくさんの人々の協力を得て、
今年も何とか作業を終えることができました。ありがとうござ
いました。
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購入したプラ杭 Photo by  Saji 

付属湿地の除草とサギソウ植替え等  
11月後半

糞粒調査　11月後半 （阪大実践演習 
11月19日）Photo by Fujimoto H 

ユキバタツバキ区画表示板 
更新作業 打ち合わせの様子 12/3

南部湿原内のイヌツゲ、雑木等除去と
湿原外搬出 12月中頃 シカ狩猟捕獲 11月15日～

資材の運搬の様子

四季の森コース修繕の様子

ササ防獣ネット袖止め補強 12月
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